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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 6,517 13.4 673 － 705 － 635 － 

29年３月期第１四半期 5,748 △6.0 △412 － △377 － △374 － 
 
（注）包括利益   30年３月期第１四半期 672 百万円 （－％）   29年３月期第１四半期 △252 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 24.88 24.79 

29年３月期第１四半期 △14.67 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第１四半期 49,341 22,838 46.2 891.27 

29年３月期 47,549 22,268 46.7 869.23 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 22,794 百万円   29年３月期 22,206 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 4.00 － 4.00 8.00 

30年３月期 －        

30年３月期（予想）   4.00 － 4.00 8.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 23,500 △1.5 950 63.8 1,000 55.5 850 － 33.27 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 25,657,400 株 29年３月期 25,629,400 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 81,907 株 29年３月期 81,832 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 25,550,293 株 29年３月期１Ｑ 25,547,765 株 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料2ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続いているものの、海外経済の不確実性

や金融資本市場の変動の影響等により、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の下、当社グループは平成29年度から平成31年度の3か年を「証券業の共同インフラ会社に向け

た構造改革ステージ」と位置づけ、新たな中期経営計画をスタートさせております。重要経営課題である「品質向

上」「効率化・システム化」「業務拡大」「グループ連携」に加え、次世代金融ＢＰＯサービスの創出に向けた施

策を展開しております。

主な取り組みといたしましては、地域金融機関が設立する証券子会社の運営を包括的に支援する「Ｄｒｅａｍ－

Ｓ＆Ｓ」の展開や、売買審査管理システム「ＴＩＭＳ」および「Ｄｒｅａｍ－ＴＩＭＳ」の展開に注力しておりま

す。

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、「Ｄｒｅａｍ－Ｓ＆Ｓ」の新規案件受託や、マイナンバ

ー関連サービスにおける処理件数の増加等により、営業収益は65億17百万円（前年同四半期比13.4％増）となりま

した。前期にマイナンバー関連サービスの業務体制の見直しを実施し、コスト削減に取り組んだこと等により、営

業利益は6億73百万円（前年同四半期は営業損失4億12百万円）、経常利益は7億5百万円（前年同四半期は経常損失

3億77百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は6億35百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期

純損失3億74百万円）となりました。

 

セグメント別の状況は、以下のとおりであります。 

 

① バックオフィス事業 

バックオフィス事業におきましては、マイナンバー関連サービスにおける処理件数の増加や、「Ｄｒｅａｍ

－Ｓ＆Ｓ」の新規案件受託に伴う業務量の増加等により、営業収益は36億41百万円（前年同四半期比11.8％

増）となりました。マイナンバー関連サービスのコスト削減に取り組み、セグメント利益（営業利益）は3億

56百万円（前年同四半期はセグメント損失（営業損失）5億92百万円）となりました。 

 

② ＩＴサービス事業 

ＩＴサービス事業におきましては、「Ｄｒｅａｍ－Ｓ＆Ｓ」の新規案件受託に伴うシステム利用料の増加等

により、営業収益は22億80百万円（前年同四半期比17.9％増）、セグメント利益（営業利益）は1億62百万円

（前年同四半期比677.0％増）となりました。 

 

③ 証券事業 

証券事業におきましては、前期に比べて株式市況が堅調に推移したことにより顧客証券会社からの委託手数

料等が増加いたしました。この結果、営業収益は5億69百万円（前年同四半期比10.4％増）、セグメント利益

（営業利益）は1億28百万円（前年同四半期比26.4％増）となりました。 

 

④ 金融事業 

金融事業におきましては、証券担保ローンの融資残高が減少したこと等により、営業収益は26百万円（前年

同四半期比34.2％減）、セグメント利益（営業利益）は9百万円（前年同四半期比72.8％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は493億41百万円で、前連結会計年度末に比べ17億92百万円増加

しました。これは主に、信用取引貸付金、短期差入保証金が減少したものの、現金及び預金、信用取引借証券担保

金が増加したことによるものです。また、負債合計は265億3百万円で、前連結会計年度末に比べ12億22百万円増加

しました。これは主に、短期受入保証金が減少したものの、信用取引貸証券受入金が増加したことによるもので

す。純資産合計は228億38百万円で、前連結会計年度末に比べ5億70百万円増加しました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成30年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成29年４月27日公表の業績予想の数値から変更はあり

ません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 11,727 14,310 

預託金 1,115 1,081 

営業貸付金 4,030 4,030 

信用取引資産 11,621 13,741 

信用取引貸付金 4,534 3,819 

信用取引借証券担保金 7,087 9,921 

たな卸資産 174 56 

営業未収入金 2,775 2,785 

短期差入保証金 8,846 6,295 

その他 2,649 2,443 

貸倒引当金 △25 △22 

流動資産合計 42,914 44,721 

固定資産    

有形固定資産 1,067 1,044 

無形固定資産    

ソフトウエア 641 667 

その他 147 118 

無形固定資産合計 789 786 

投資その他の資産    

投資有価証券 967 1,008 

その他 1,811 1,781 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 2,778 2,789 

固定資産合計 4,634 4,620 

資産合計 47,549 49,341 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 2,270 2,270 

1年内返済予定の長期借入金 500 500 

信用取引負債 8,786 10,930 

信用取引借入金 644 638 

信用取引貸証券受入金 8,141 10,292 

有価証券担保借入金 485 275 

有価証券貸借取引受入金 485 275 

営業未払金 867 716 

未払法人税等 140 64 

短期受入保証金 7,705 7,183 

賞与引当金 427 225 

その他 1,357 1,566 

流動負債合計 22,540 23,732 

固定負債    

長期借入金 500 500 

退職給付に係る負債 1,464 1,479 

その他 182 196 

固定負債合計 2,146 2,176 

特別法上の準備金    

金融商品取引責任準備金 594 594 

特別法上の準備金合計 594 594 

負債合計 25,281 26,503 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,923 8,932 

資本剰余金 11,385 11,394 

利益剰余金 1,651 2,185 

自己株式 △54 △54 

株主資本合計 21,906 22,457 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 321 353 

土地再評価差額金 △0 △0 

退職給付に係る調整累計額 △21 △16 

その他の包括利益累計額合計 300 337 

新株予約権 61 43 

純資産合計 22,268 22,838 

負債純資産合計 47,549 49,341 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

営業収益 5,748 6,517 

営業費用 4,159 3,767 

営業総利益 1,588 2,750 

一般管理費 2,001 2,077 

営業利益又は営業損失（△） △412 673 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 28 21 

その他 7 10 

営業外収益合計 35 32 

営業外費用    

その他 0 0 

営業外費用合計 0 0 

経常利益又は経常損失（△） △377 705 

特別利益    

投資有価証券売却益 0 7 

金融商品取引責任準備金戻入 60 － 

特別利益合計 60 7 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△316 713 

法人税、住民税及び事業税 11 38 

法人税等調整額 46 38 

法人税等合計 57 77 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △374 635 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△374 635 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △374 635 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △80 31 

退職給付に係る調整額 203 4 

その他の包括利益合計 122 36 

四半期包括利益 △252 672 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △252 672 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
バック 

オフィス 
ＩＴ 

サービス 
証券 金融 計 

営業収益              

外部顧客への営業収益 3,257 1,934 516 40 5,748 － 5,748 

セグメント間の内部 
営業収益又は振替高 

26 74 － － 101 △101 － 

計 3,284 2,009 516 40 5,849 △101 5,748 

セグメント利益 
又は損失（△） 

△592 20 101 34 △435 23 △412 

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額23百万円には、セグメント間取引消去15百万円、未実現利益の調整

等8百万円が含まれております。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
バック 

オフィス 
ＩＴ 

サービス 
証券 金融 計 

営業収益              

外部顧客への営業収益 3,641 2,280 569 26 6,517 － 6,517

セグメント間の内部 
営業収益又は振替高 

32 89 － － 121 △121 － 

計 3,674 2,369 569 26 6,639 △121 6,517

セグメント利益 356 162 128 9 656 16 673

（注）１ セグメント利益の調整額16百万円には、セグメント間取引消去13百万円、未実現利益の調整等2百万

円が含まれております。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．補足情報

（１）自己資本規制比率（個別）

 

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
（百万円）

当第１四半期会計期間末
（平成29年６月30日）

（百万円）

基本的項目 (Ａ) 22,021 22,750

補完的項目

その他有価証券評価差額金

(評価益)等
  380 391 

金融商品取引責任準備金等   594 594

一般貸倒引当金   25 22

  計 (Ｂ) 1,000 1,008

控除資産 (Ｃ) 6,277 6,081

固定化されていない

自己資本
(Ａ)＋(Ｂ)－(Ｃ) (Ｄ) 16,744 17,677

リスク相当額

市場リスク相当額   133 139

取引先リスク相当額   575 655

基礎的リスク相当額   3,432 3,127

  計 (Ｅ) 4,141 3,922

自己資本規制比率 (Ｄ)／(Ｅ)×100   404.3% 450.6%

 

 

（２）株式売買高（先物取引を除く）（個別）

 

 

前第１四半期累計期間
（自 平成28年４月１日

  至 平成28年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成29年４月１日

  至 平成29年６月30日）

株数（百万株） 金額（百万円） 株数（百万株） 金額（百万円） 

合 計 1,505 1,391,575 1,648 1,575,339

(自 己) (0) (0) (0) (12)

(委 託) (1,505) (1,391,575) (1,647) (1,575,327)

委託比率 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 
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